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Ⅰ．緒言 

 

大学におけるキャリア教育は、2010 年の大学設

置基準改正によって法的に位置づけられ、社会的お

よび職業的な自立を目指した人材育成の一環とし

て教育科目が導入され、大学生のキャリア支援が定

着している。一方、看護大学生は一般の大学生とは

キャリアへの準備状況が異なり、職業選択をして大

学に入学するため大学では看護職に向けたキャリ

ア支援が行われる。しかし、看護大学生の多くが臨

地実習で心理的苦痛や看護職としての適応困難感

を経験しており 1）、臨地実習の経験によるキャリア

への影響が報告されている。また、入職後も新人看

護師の約 7 割が離職を考えた経験があり 2)、人間関

係のストレスや疲労感 3)が離職意図のきっかけに

なっている。看護職は、入職後将来について考える

機会が限られ、主体的にキャリアを選択し進展させ

ることが難しいと指摘されており 4）、新人看護師の

離職を防止するためにも主体的なキャリア進展の

ための能力育成が必要である。 

新社会人が社会の急激な変化に適応するための

自己調整資源として、キャリア・アダプタビリティ

（Career Adaptability：以下、CA）が注目されて

いる。CA は、「個人が職業において直面する現在お

よび予測される課題、移行、トラウマに対処するた

めに必要な個人の心理的資源」5)と定義されており、

Johnston6)は個人のキャリア発展や組織の成果にと

って CA は重要であると述べている。CA に関する社

会人を対象とした国外の先行研究では、変動の激し

い社会や職業的課題への対処に必要な先行因子と

しての個人特性、CA のアウトカムとしての職務満

足やワーク・エンゲージメントの向上が明らかにさ

れている。一方、これから社会で活躍する大学生に

焦点を当てた CA の関連因子について、網羅的に検

討した研究は見あたらない。大学生が将来のキャリ

アをデザインし、社会的及び職業的な自立を促進し

ていくためには、社会人に移行する前から CA を高

めていくことが重要である。そのために、大学生の

CA に影響する因子とアウトカムを明らかにする必

要がある。看護職を目指す看護大学生においては、

入職後も主体的にキャリアを進展させていくため

にも、CA に関する影響因子を把握することでキャ

リア支援につながる CA 育成のための示唆を得る必

要があると考えた。 
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そこで本研究は、大学生を対象とした CA に関す

る研究を系統的に整理し、先行因子とアウトカムお

よび CA との関連を明らかにすることによって大学

生と看護大学生の CA の特徴を把握し、看護大学生

の CA 育成のための示唆を得ることを目的とした。 

 

Ⅱ．研究方法 

 

１．文献検索方法 

国外文献は Academic Search Premier、MEDLINE、

ERIC を用い、2018 年から 5 年間の原著論文を検索

した。「（ career adaptability） AND（ college 

students OR university students OR under-

graduate students）」で検索した 69 件のうち、看

護大学生を対象とした文献は 1 件であったため、看

護大学生に絞って追加検索した。「（ career 

adaptability）AND（nursing students OR student 

nurses OR undergraduate nursing students）」で

検索した 7 件を加えた 76 文献について、タイトル

および要旨から関連因子について記述があり、看護

専門学校生を対象としたものを除いた 22 件を分析

対象とした。 

 国内文献は CiNii Research、医学中央雑誌 Web 版

を用いて、2018 年から 5 年間の原著論文を検索し

た。「キャリア・アダプタビリティ AND 学生」で検

索した 7 件のうち、看護学生を対象とした文献は 0

件であったため、「看護学生」で追加検索したがヒ

ットしなかった。7 文献についてタイトルおよび要

旨から関連因子について記述がある 3 件を抽出し

た。以上より、国内・国外文献の計 25 文献を分析

の対象とした。 

 

２．分析方法 

対象文献から CA の先行因子とアウトカムを抽出

し、内容の類似性に基づき分類し、抽象度を高めな

がらカテゴリ化した。分析過程においては、2 名の

研究者で意見が一致するまで検討することで分析

の真実性を確保するよう努めた。 

 

 

 

Ⅲ．結果 

 

１．大学生の CA に関する文献の概要（表１） 

対象文献で用いられている概念はキャリア構築

理論（Career Construction Theory： CCT）が 20

件であった。CA 測定に使用されていた尺度は、13 か

国の共同研究により開発された Career Adapt-

Abilities Scale（以下、CAAS）7)が 7 件、CAAS の短

縮版、または翻訳版が 17 件、CCT の概念枠組みを用

いて開発した尺度による研究が 1 件であった。発表

国別では、中国が 10 件と最も多く、次いで韓国お

よび日本が各 3 件、トルコ 2 件、その他 7 か国で各

1 件であった。大学生の分野は、経済学、文学、教

育学、工学など複数の分野を対象としたものが 11

件、看護大学生が 3 件、分野の記述がないものが 11

件であった。研究デザインは量的横断研究が 21 件、

キャリア授業やセミナー後の CA 変化を検討した縦

断研究が 4 件であった。 

 

２．先行因子および CA との関連について 

先行因子は 33 因子抽出され、4 カテゴリと 11 サ

ブカテゴリが生成された（表２）。以下、カテゴリ

を【 】、サブカテゴリを＜ ＞で示す。 

【個人特性】は、＜属性＞＜感情・意思の傾向＞

＜成育背景＞で構成された。＜属性＞では、学年が

高いほど CA が高かった 8)9)。性別では、キャリアへ

の積極的態度が高い男性の CA が高く 10)、女性は未

来を志向し準備する態度や自己決定が男性よりも

低かった 9）。＜感情・意思の傾向＞の性格について

はビッグファイブ理論(Goldberg,1992)が用いられ

ており、「外向性」、「開放性」、「誠実性」が CA に影

響していた 11)。特に、能動的・積極的な行動をとる

性格傾向を示すプロアクティブパーソナリティを

もつ大学生は、専攻への強いアイデンティティを持

っており、CA も高かった 12）。楽観主義 13)は看護大

学生にみられた因子であり、CA に影響していた。＜

成育背景＞では、親との愛着不安が高いほど、CA が

低かった 14)。 

【資質】は、＜感情調節＞＜創造性＞で構成され

た。＜感情調節＞では、自分や相手の感情を正しく

認識し、共感的に反応する能力を示す感情的知性は
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CA の向上に不可欠であることが示されていた 15）。

また、状況に対する考え方や解釈の変化を通じて感

情を変容させる認知的感情制御 33)ができる学生は、

CA や自己効力感が高かった 16)。＜創造性＞におい

ては、社会の課題を自分なりに解決していこうとす

る社会的創造性が CA に影響しており 28)、看護大学

生においては看護に特化した看護コンピテンシー

が影響していた 17）。 

【自己コントロール】は、＜将来の自己像＞＜自

己概念＞＜自己効力感＞＜自己の省察＞で構成さ

れた。＜将来の自己像＞の仕事に関する未来展望 18)、

＜自己概念＞の職業的アイデンティティ 12）は、プ

ロアクティブパーソナリティと CA の関係を媒介す

る役割があった。＜自己効力感＞では、キャリアの

決定 15)や学業 19)についての自己効力感が、CA に影

響を与えていた。 

【ソーシャルサポートの認識】は、＜人的支援＞

＜社会的資源＞で構成された。＜人的支援＞では、

家族や友人、周囲の重要他者からのソーシャルサポ

ートの認識によって CA が向上していた 12)。＜社会

的資源＞は、課外活動やキャリア教育という学習環

境が含まれ、看護大学生においても実習環境は CA

を高める因子となっていた 20)。 

 

３．アウトカムおよび CAとの関連について 

CA のアウトカムは 23 因子が抽出され、2 カテゴ

リと 7 サブカテゴリが生成された（表２）。 

【適応努力】は、＜職業的自立＞＜キャリア探索

＞＜キャリア計画＞＜キャリアへの意欲＞で構成

された。＜職業的自立＞では、CA が社会環境を理解

し自己の行動に役立てる自己モニタリングに影響

しており 23)、看護大学生においても、CA が看護職

として就業していく能力を示すエンプロイアビリ

ティの認識に影響することが示されていた 20)。＜キ

ャリア探索＞では、キャリア教育による介入がキャ

リア探索への自己効力感を有意に増加させること

が示されていた 17)。＜キャリア計画＞では、キャリ

ア教育の研修を受けた大学生の CA は高いまま半年

後も持続し、好奇心を持って自己のキャリアを探索

していた 21)。一方、CA とキャリアへの不安や意思

決定困難がある場合は、CAと負の相関を示した 18)22)。

＜キャリアへの意欲＞では、CA が高い大学生は社

会情勢を注意深く観察・評価し、自己の行動をコン

トロールしながら就職活動を行うことが示されて

いた 23)。 

【適応】は、＜キャリアへの満足感＞＜キャリア

の深化＞＜目標の実現＞で構成された。＜キャリア

への満足感＞において、CA が高い大学生は自分の

学業に満足し 24)、看護大学生はキャリアへの満足に

影響していた 17)。＜キャリアの深化＞では、キャリ

アへのエンゲージメントに CA が影響し 27)、看護大

学生ではキャリア成熟につながっていた 17）。＜目標

の実現＞では、CA が希望する就職の内定 25)や学業

成績 11)という目標の実現に繋がっていた。 

 

IV. 考察 

 

１．大学生の CA の特徴について 

大学生の CA の先行因子は、個人特性やソーシャ

ルサポートの認識など個人要因に関わるものであ

った。大学生は、人生の目標や自分の役割、適性な

ど自分自身を理解し、周囲の支援を受けながら自己

をコントロールしていくことで CA が高まることが

明らかとなった。これらの個人要因は、大学生にと

って将来の仕事への適応に向けた重要なレディネ

スとなると考えられる。 

CA のアウトカムは、大学生の CA を育成する必要

性を強調するものであり、変化への適応状況を評価

する指標となることがわかった。社会に移行する大

学生が希望するキャリアを計画し、自己の職業的な

価値観を理解して情報を探索するなど適応努力を

起こすことで、満足やキャリア・エンゲージメント

などの適応につながる。職業生活に不満を抱く若年

正社員ほど、潜在的な離職リスクが高い 34)ことが報

告されており、それを回避するためには、先行因子

にアプローチして学生のうちから自己を発達させ

ることで CA を育成し、キャリアへの適応努力を高

めていくことが求められる。 

 

２．大学生の CA の測定と看護大学生の CA 育成のた

めの示唆 

本研究で示された看護大学生の CA は、困難に前
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向きに取り組む姿勢や看護実践に必要な能力など

の個人的な因子と、学習環境や周囲のサポートなど

の外的な因子によって高まることが明らかとなっ

た。また、自己効力感や看護への満足感だけでなく、

仕事への意欲やキャリア・モチベーションにつなが

るという知見は、看護基礎教育におけるキャリア支

援を検討する上で重要である。Anna35)は、CA が職業

的幸福度を高め不当な転職や離職を防ぐと述べて

いる。看護職は入職後、自身でキャリアを進展させ

ることが難しいという指摘 4)があることから、看護

大学生の CA 育成は、不確実な環境に積極的に適応

することを可能とする資源を育みながら看護職に

必要な基礎的能力を発達させていくことが期待で

きるため、主体的なキャリア進展のための力を蓄え

ることにつながると考える。 

大学生を対象とした CA 研究で用いられている概

念枠組みは、Savickas の CCT が 8 割を占め、様々

な文化圏で共通の概念による尺度が使用されてい

た。また、研究デザインは横断研究が 8 割を占め、

個人特性や資質など個人要因による影響に着目し

た研究が多かった。しかし、CA はキャリアに向けた

適応資源であり、大学生は就業前であるため、仕事

への適応のための資源を育む機会が限られると考

えられる。一方、看護大学生は入学前から看護職を

選択し、職務に関する知識や能力、経験を積極的に

蓄積しているため、在学中から CA を育むことが可

能であると推察される。さらに CA は、変化する環

境と個人との相互作用の結果として培われ、発展さ

せることが可能である 36)ことから、個人特性や能力

を把握し、それに適した教育環境を整えることが CA

を育む上で重要であると考える。 

本研究では看護大学生を対象に開発された尺度

はなく、先行因子やアウトカムに着目した研究も不

足していた。今後は、看護大学生の CA の先行因子

を明らかにするための研究を蓄積し、CA を育むた

めの教育環境の構築が望まれる。 

 

Ⅴ．結論 

 

 大学生の CA に関する 25 文献を検討した結果、以

下のことが明らかとなった。 

１．大学生を対象とした CA 研究は、キャリア構築

理論に基づいて開発された国際的な尺度を用い

た横断的な調査が中心であり、個人要因による

影響に着目した研究が多かった。 

２．CA の先行因子は 33 因子抽出され、【個人特性】

【資質】【自己コントロール】【ソーシャルサポー

トの認識】の 4 つのカテゴリが生成された。 

３．CA のアウトカムは 23 因子抽出され、【適応努

力】【適応】の２つのカテゴリが生成された。    

４．看護大学生の CA は個人および外的な因子によ

って高まり、適応への努力を通して仕事への満

足感やキャリアの成熟に寄与することが示唆さ

れた。看護大学生の CA 育成は、看護職に必要な

基礎的能力を発達させ、適応努力を促進する資

源となることから、将来の主体的なキャリア進

展へとつながると考えられた。 

今後は、わが国においても看護大学生の CA に関

する研究を蓄積し、先行因子やアウトカムとの関連

を明らかにすることにより、主体的なキャリア進展

の実践を目指したキャリア支援につなげていく必

要がある。 

 

本研究は、日本看護研究学会第 49 回学術集会に

て示説発表した内容を加筆・修正したものである。 
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表 1 大学生の CAに関する文献の概要 

・*TTO :トリニダード・トバゴ共和国、   ・－ : 記載なし   ・†：縦断研究 

・理論：CCT (Career Construction Theory) = キャリア構築理論 (Savickas, 2005)、SCCT (Social Cognitive Career 

Theory) = 社会認知的キャリア理論（Lent,et al., 1994）、SSPT (Social Self-Preservation Theory) = 社会的自己保存

理論 (Dickerson,et al., 2004)、PM (Perfectionism Model) = 完璧主義モデル (Hamachek, 1978） 

・尺度：CAAS = Career Adapt-Abiritiy Scale (Savickas,et al.,2012)、 CA-SF = CAAS(2012) - Short Foam(短縮版)、 

CA-C = CAAS(2012) - Country（各国の翻訳版）、CAS = CCTに基づいたCareer Adaptability Scale (S. W.Wu, 2008) 

 

文献No）著者 年 調査国 理論 研 究 目 的 専攻    尺度 

8) Du, B. et al 2022 中国 CCT 自律的キャリア志向態度,実力主義的信念,中核的自己評価の影響 - CA-C 

9) 河野, 他 2021 日本 CCT 学年, 性別, 課外活動のCAへの影響 健康福祉 CA-C 

10) 小澤 2019 日本 CCT 教育理解度, CA,キャリア不安とキャリア開発の積極的態度の関連 - CA-C 

11) Avram, E. et al 2019 ﾙｰﾏﾆｱ CCT CAと学業成績の関係 学業成績予測におけるCAの媒介役割 心理学 CA-C 

12) Hu, X. et al 2021 中国 - プロアクティブパーソナリティとCAへの社会的支援認知の役割 - CAS 

13) Fang, W. et al 2018 中国 CCT 楽観主義,教育的環境, CA, キャリア・モチベーション関係 看護 CA-C 

14) Jahng, K.E. et al 2021 韓国 SSPT 愛着不安とCAの媒介経路と影響メカニズム,CAへの影響 - CA-C 

15) Hamzah, S.R.et al 2021 ﾏﾚｰｼｱ CCT 個人資源がCAに及ぼす影響とキャリア決定自己効力感の媒介 農業工学他 CAAS 

16) Lee, A. et al 2022 韓国 CCT 認知的感情制御とキャリア意思決定自己効力感のCA媒介役割 文系,社会他 CA-C 

17) Kim, J. H. et al 2020 韓国 CCT キャリア教育による自己効力感,キャリア成熟度,CAへの影響 † 看護 CAAS 

18) Jia, Y. et al 2020 中国 CCT CAの影響要因, 未来展望とキャリア意思決定の相互作用 - CA-C 

19) Şahin, E.E. et al 2022 トルコ CCT 心理的欲求, 学業自己効力感, CAとセルフリーダーシップの役割 教育,文学他 CA-SF 

20) Ma, Y. et al 2021 中国 CCT 
プロアクティブパーソナリティ, 臨床学習環境, CA, エンプロイア

ビリティ認識の関連 
看護 CA-C 

21) Green, Z. A. et al 2020 ﾊﾟｷｽﾀﾝ CCT 研修が積極性・CA開発に及ぼす影響 † 経済学 CAAS 

22) Wang, D. et al 2020 中国 PM 完璧主義とCA, キャリア意思決定困難性の関係検討 - CA-C 

23) Tolentino, L.R.et al 2019 タイ CCT CAと自己モニタリング, 学業努力, 就職活動自己効力感との関係 経済学他 CA-SF 

24) Wilkins–Yel, et al 2018 TTO* CCT CAと学業満足度, 意図的な学業継続意志の関連の検討 - CAAS 

25) Chen, H. et al 2022 中国 CCT 中核的自己評価の就職活動成果への影響, キャリア探索の役割 - CA-C 

26) Korkmaz, O. et al 2022 トルコ CCT キャリア目標フィードバックと人生目標がCAに及ぼす予測力 - CAAS 

27) Sou, E. K. L. et al 2022 中国 CCT 社会関係資本, CA, キャリア・エンゲージメントの関連 健康科学他 CA-C 

28) Zhang. L. et al 2022 中国 SCCT CAと親の起業背景が社会的創造性、起業意思に及ぼす影響 - CA-C 

29) 杉本, 他 2022 日本 - ライフキャリア科目の教育効果 † 医療系 CA-C 

30) Magnano, P. et al 2021 ｲﾀﾘｱ CCT 生活満足と充実感の保護因子としての勇気, CA, 職業レディネス 心理,医療他 CA-C 

31) Kim, J. K. et al 2021 ｱﾒﾘｶ CCT 親密者の暴力, 幼少期の有害体験からキャリア形成への影響 - CAAS 

32) Teychene, M. et al 2019 中国 CCT オンライン教育短期介入がCAに与える効果 † 健康 他 CAAS 
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表２ 大学生の CAの先行因子とアウトカム 

 カテゴリ サブカテゴリ 因 子 

先
行
因
子 

個人特性 

属性 性別 9)10)    学年 8)9) 

感情・意思の 

傾向 

性格 11)( 外向性, 開放性, 誠実性  )  楽観主義 13) 
不適応的完璧主義*14)         プロアクティブパーソナリティ 12)20) 

成育背景 
愛着不安* 14)     幼少期の有害体験* 31)   基本的心理的欲求充足 19)   
親密者からの暴力経験* 31) 

資質 
感情調節 感情的知性 15)     認知的感情制御 16)   

創造性 社会的創造性 28)   看護コンピテンシー17)   

自己 

コントロール 

将来の自己像 
未来展望 18)     自律的キャリア志向態度 8) 
内発的人生目標 26)  キャリア探索 25) 

自己概念 
実力主義的信念 8)    自尊心 15)  中核的自己評価 8)25)   
職業的アイデンティティ 12)    自己理解 29)    

自己効力感 キャリア決定自己効力感 15)    学業自己効力感 19) 

自己の省察 セルフリーダーシップ 19)      キャリア目標フィードバック*26) 

ソーシャルサ 

ポートの認識 

人的支援 ソーシャルサポート(家族、友人)12) 

社会的資源 社会的資本 27)   課外活動 9)   臨床学習環境 20)  教育環境 13)   キャリア教育 32) 

ア
ウ
ト
カ
ム 

適応努力 

職業的自立 自己モニタリング 23) エンプロイアビリティ自己認識 20)    未来不安*18)  

キャリア探索 キャリア探索 21)   キャリア探索自己効力感 17) 

キャリア計画 
キャリア意思決定困難*18)22)              キャリア決定自己効力感 16)21) 
起業意思 28)     学業継続意思 24)  キャリア計画 21) 

キャリアへの 

意欲 
勇気 30) キャリアへの積極的態度 10)    就職活動自己効力感 23) 

適応 

キャリアへの 

満足感 

大学生活満足 30)    充実感 30)      学業満足 24)  
キャリア・モチベーション 13)           看護への満足感 17) 

キャリアの深化 キャリア成熟 17)  キャリア・エンゲージメント 27)  専攻へのコミットメント 24) 

目標の実現 職業内定 25)     学業成績 11) 

* CAと負の関連, 下線は看護大学生を対象とした文献から抽出された因子  
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